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別記様式第７号

新 規 事 業 箇 所 調 書

調書作成年月日 平成21年 2月 6日

事 業 担 当 課 防 災 砂 防 課

事 業 名 大洞沢２通常砂防事業 補助・単独の別 補助 事業主体 宮 城 県
おおほらさわ に

施行地名 気仙沼市古町地内 管理主体 宮 城 県
け せ ん ぬ ま しふるまち

根拠法令 砂防法

事業目的 本渓流は，土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定を受けた土石流危

険渓流であり，ＪＲ気仙沼駅北側の市街地背後に位置し保全対象人家も多いことか

ら，集中豪雨等による土砂災害が予想される。また，保全対象となる市道は迂回路のない避

難経路となっており，災害発生時においても安全な通行を確保する必要がある。

このことから，えん堤工を新設し上流からの土砂を抑え，渓流保全工を設置しえん堤工下

流の渓岸浸食を抑えることにより，土砂災害の未然防止を図るものである。

事業内容

・砂防えん堤工（高さ７ｍ，長さ４０．５ｍ） １基

・渓流保全工（護岸工） 延長 ２３５．０ｍ

事 業 費

全 体 事 業 費 費 用 負 担 内 訳

国 県 市町村 その他

( )

内用地費 [ 50%] [ 50%] [ %] [ %]

1.9億円 0.26億円 1.450億円 1.450億円 億円 億円

事業期間

事 業 期 間 平成２１年度～平成２５年度（ ５年間）

用地買収着手予定年度 平成２１年度 工 事 着 手 予 定 年 度 平成２２年度

施設管理の予定

砂防施設の管理は県となる。
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上位計画等

土木行政推進計画（宮城県土木部 平成１２年策定 平成２０年５月改訂）

事業を巡る社会経済情勢等

○社会経済情勢

昨今の地球温暖化に伴う異常気象の多発により，全国各地で土砂災害が多発しており（平

成１９年発生件数９６６件，内土石流１２９件），また，県内では岩手宮城内陸地震にお

いて発生した土石流により死者が出ているなど，土砂災害対策に対する社会のニーズは今

後も高まっていくと思われる。

○地元情勢、地元の意見

「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（土砂災害防止法）」

に基づく平成１８年５月告示により土砂災害警戒区域等指定箇所（土石流）に指定されて

以来，近い将来の発生が懸念される宮城県沖地震を踏まえ地元２町内会及び気仙沼市（市

長，市議）から対策事業 実施への要望が出されるなど，事業への関心は非常に高い。

事業効果

○想定される事業効果

・人家５６戸の土石流災害による被害を防止。

・市道の土石流災害による被害を防止。
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関連事業の概要・進捗状況等

なし

代替案との比較検討

対象戸数が多く移転補償で対応すると費用が莫大になること，また，移転適地もないこと

から家屋移転等の対応は困難である。

コスト縮減計画

管理用道路と護岸工の用地内に工事用道路を施工することで，えん堤工施工時のコストの

縮減を図る。

費用対効果

根拠マニュアル： 治水経済調査マニュアル（国土交通省河川局 平成１７年版）

社会的割引率： ４ ％

便益算定期間： ５５ 年

基 準 年：平成２１年

費 建設費 １７７百万円

用 維持管理費

項 総費用 １７７百万円

目 現在価値（Ｃ） １７７百万円

便

益

項

目 総便益 １，３２５百万円

現在価値（Ｂ） １，３２５百万円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ７．４９
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地域指定状況等

なし

影響と対策 砂防ダムによって、渓流に生息する生態系の行動範囲を分断するおそれがある

ため、鋼製スリットダム形式を採用し、平常時は渓流の縦断方向の連続性を確保

している。

事業箇所評価結果

評点による 予算化された箇所数 評価結果と予算への反映状況が異なる場合の理由
順 位 （低順位にもかかわらず予算化された理由）

砂防事業（新規事業箇所）

１位／２ １ 箇所

対応方針

事業実施

総
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２級河川 大川水系 通常砂防事業 大洞沢２ （宮城県 気仙沼市 古町）
みやぎけん けせんぬまし ふるまちおおほらざわ２おおかわすいけい

渓 流 状 況 ： 上流域では渓岸浸食や斜面崩壊が一部認められ、下流域は浸食により渓床が低下

保 全 対 象 ： 人家56戸、 集会所、 市道 等

Ｈ21 事業内容 ： 事業費 ３５百万円、 主要工種 用地補償 渓流保全工測量設計

全 体 計 画 ： 事業費 １９０百万円、 事業期間 平成２１年度～平成２５年度

事 業 効 果 ： 気仙沼市内の住宅密集地、及び避難路となる市道の保全

流域

土石流危険区域

えん堤工 渓流保全工

ＪＲ気仙沼駅ＪＲ大船戸線

避難所

保全対象

渓流状況

流域全景
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